
(3) 電気式と同僚，総括制御が可能なため，電車列車のよう

に長編成が可能であるとともに，乗客の多寡により自由に培結，

切離し，支線への乗入れ等が簡単にでき，機器重量が軽く，安

価である等の利点を有するので，最近はもっぱら液体式ディー

ゼル動車が使用されている。

写真ー1 Tc 2 形液体変速俊

写真-2 液体式ディーゼル動車 (キハ 51 形)

1 国鉄におけるディーゼル動車の歩み

液体式ディーゼノレ動車の歴史は比較的新しく，戦前から活躍

していたガソリン動車から発達してきたものであるが，国鉄で

は総括制御運転を可能にするため，昭和 11 年キハ 41000 形ガソ

リン動車 2 両に Tc2 形液体変速機を取り付けて研究を開始し

たのが初めである(写真ー1) 。
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その後，戦争のため中断され，その変速機が取りはずされた

まま国鉄研究所に保管され，昭和26-27年にかけキハ 42500 形

に取り付け，再び液体変速機の検討が開始され，昭和 27 年末，

川越線で最終的事試験を行ない好結果を得た。これより液体式

動力伝達方式に自信を得たうえ，園内で車両用液体変速機の量

産態勢もようやく整い，昭和 28 年からディーゼル動車の製作は，

すべて液体式ディーゼノレ動車とすることに決定され，一躍国鉄

近代車両の花形となり，大量生産に移行した。
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(注) ※印は液体継手使用

主要寸法中( 1 )は屋犠上， (2)は通風器上，愚大幅は雨樋部を示す.
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